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本研究は、酵母における一酸化窒素の合成機構とその制御
機構の解明、さらに、酵母及び糸状菌における一酸化窒素の
生理機能の解明を目標にしている。また、その成果に基づく
産業酵母の育種や新しい真菌剤の開発等を目指している。 
 酵母における一酸化窒素の合成機構とその制御機構の詳細
を解明するとともに、一酸化窒素の機能二面性、すなわち、細
胞保護と細胞死に対する生理機能の解明を目指す研究として
学術的意義が高い。また、その研究成果の酵母及び糸状菌の
産業的応用への展開についても期待される。 
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